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 [授業の概要・目的]
「中国における書写と出版の歴史」
　「紙」と「木版印刷術」が発明された中国では、古来、さまざまな材料に文字を記し、他の歴史
世界には見られぬほど多様な記録文化を築き上げてきた。
　この講義では、書写材料と書写内容の関係、書物の形態、書籍印刷の歴史など、書写と出版をめ
ぐるテーマを取り上げて概説する。本が書店にあふれかえる現代日本とは異なる「書物の世界」を
垣間見ることで、中国文化の一端に触れてほしい。

 [到達目標]
書物の歴史という観点から中国文化に対する理解を深め、また、他の歴史世界の出版文化・文字文
化に対する関心を呼び覚ます。

 [授業計画と内容]
　第１週目を「ガイダンス」にあて、講義内容の概略について説明を行う。
　第２週目以降は、以下のテーマについて２～３週を充てて授業を行う。

１．書写材料論……甲骨、青銅器、石、竹・木、紙など主要な書写材料について、それらに文字が
記された歴史的背景を探る
２．書物の形態……巻物から冊子へと変遷したのはなぜか。そのメリットとデメリット
３．書写・出版と政治権力……使えない文字（避諱）と出版規制
４．書物の消長……書籍の消滅と復活
５．書籍の収集と皇帝による文化事業
６．新技術の登場と出版文化……オフセット印刷が出版文化に及ぼした影響

 [履修要件]
本講義は、同一内容のものを週２回開講するので、いずれか１つのみを履修登録すること。

 [成績評価の方法・観点]
期末試験（筆記試験。80%）および平常点（20%）による。

 [教科書]
使用しない
必要に応じて、プリントを配布する。
 [参考書等]
  （参考書）
井上　進 『中国出版文化史―書物世界と知の風景』（名古屋大学出版会）ISBN:4815804206
銭存訓 『中国の紙と印刷の文化史』（法政大学出版局）ISBN:9784588371189
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 [授業外学修（予習・復習）等]
高等学校の「世界史Ｂ」の中国史の箇所について、一通り復習しておくこと。

 [その他（オフィスアワー等）]
文系・理系を問わず、向学心に溢れた皆さんの聴講を歓迎します。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


